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１．映像のマルチカンパニー： 

  株式会社アルジー 

株式会社アルジー 代表取締役 

一般社団法人日本ボリビア協会 理事 

宮城 信彦 

１．アルジーの業務内容 

当社は、映像の入り口である撮影から

始まり、編集、音処理、それを電波に乗

せて放送として衛星に送るアップリンク

（uplink）、中継車を使って現場から内外

の放送局などへ伝送する中継まで、放送

に関わる映像技術全般を網羅する業務を

行っています。編集室、MA室(音声編集)

送出センター（Playout）、テレポート（衛

星伝送地球局）、SNG（衛星伝送車）、O

Bバン（制作中継車）、撮影・収録、大型

LEDスクリーンなど映像の入り口から出

口までの業務を行うインフラを整備して

います。 

特に、当社の特徴として映像伝送用の

大型中継車を数多く保有している点にあ

ります。日本では映像用の中継車を持つ

会社は大きく2つに分かれ、放送局系列と

そうでないアルジーのような会社に分け

られます。（中継車はこの他携帯電話用

・災害対策用もありますが特殊用途のた

め割愛します。） 

放送局系列が持っている中継車の電波

免許は、放送に用途を限定した電波免許

が付与されているため、それ以外のサー

ビスには使用できません。他方、アルジ

ーに付与されている免許は用途限定が無

いため放送にもその他サービス用の伝送

にも使用できるため、オリンピックなど

の国際映像中継にも使用可能です。その

ため海外の放送局が日本から自国に映像

を送る際にアルジーの中継車やテレポー

トを利用します。海外の衛星を受信して

海外から日本に伝送される映像をテレポ

ートで受信して中継し、国内の拠点まで

伝送する業務も行なっています。 

これはラグビーワールドカップの時も

同じで、アルジーは当時所有していた衛

星中継車4台をフルに駆使して世界中に電

波を届けておりました。 

 

写真1－1 アルジーグローバルテレポートセンタ 

 

アルジーには世界からオリンピックなど

スポーツイベントに参加する各国の放送

局が独自に日本で取材した映像を本国に

送るという仕事があります。そのよう 

仕事は海外通信社または放送局から当社

が直接受注して中継を行います。 

日本から海外に映像を送るためには会

場などから韓国や中国などの日本近隣の

国に対しては直接伝送できるのですが、

それ以上遠い国に送るにはアルジーが所

有する長距離伝送用の中継設備を使用す

る必要があります。現在では、日本では
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放送局以外ではアルジーが最大級の衛星

中継車保有会社（映像系）となっており

ます。 

また、派生事業として海外の衛星放送

をホテル客室やパブリックスペースで見

ることができるようにする事業や、海外

から日本に来る撮影クルーのために諸々

のアテンド業務を行い、撮影機材の手配

から撮影地選定、移動、宿泊などのロジ

スティックスから通訳、翻訳などの手配

業務など、サービスを拡充しています。 

 

２．アルジーの実績 

日本で行われるスポーツゲーム、F1な

どのモータースポーツレース、音楽コン

サート、舞台演劇、など様々な文化イベ

ントについては撮影部分と中継部分を担

います。2020東京オリンピック（開催はコ

ロナ禍で延期になり、2021年開催）の公式

国際映像の衛星中継を担当し、オリンピ

ック・パラリンピックの国際映像伝送も

担当しました。 

 

写真1－2 東京オリンピック競泳会場での中継 

 

国によっては自国の選手だけの様子を

中継するために中継車を別途手配して伝

送するようなことも行われており、その

他にも東京の街を紹介するビデオを撮影

して伝送する仕事も受注しました。 

 

写真1－3 東京オリンピック閉会式の中継 

 

2023年に行われましたワールドベースボ

ールクラシック（WBC）ではAmazonの配

信用の伝送を担当し、香港まで送信して

から全世界に配信されました。 

その他、ゴルフ、サッカー、バレーボ

ール等の日本で行われる国際大会では公

式国際映像伝送担当として使われていま

す。 

写真1－4  スポーツ国際大会の撮影 
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スポーツや演劇、コンサートなどの文

化部門だけではありません。G7 やG20サ

ミット、海外要人来日の際の生中継や取

材映像伝送などの政治イベントも業務範

囲です。今回の広島サミットでも当社の

撮影から伝送までの一貫した業務を多く

の国の放送局にお使いいただきました。 

 

写真1－5  G7広島サミットでも撮影から伝送まで多く

の国の放送局で使っていただきました。 

 

３．南米における当社のビジネス 

日本とボリビアとの間の衛星放送中継

の将来性や、ボリビアの放送事情につい

て少しご説明致します。 

世界のテレビ方式には大きく分けて2つ

の方式があり、ヨーロッパ中心の「PAL」 

（Phase Alternative Line）と呼ばれる方式と

アメリカや日本などが中心の「NTSC」 

（National Television System Committee）方

式に分けられます。この呼び方はアナロ

グ時代のもので、高画質化したデジタルH

Dでは1秒間に何枚の画像が伝送できてい

るのかによってPAL圏では「50i」、NTSC

圏では「60i」と呼ばれる方式が主に使わ

れています。 

ボリビアを含む中南米地域ではNTSC方

式でTVが開始され、現在は60iが採用され

ています。これは、日本と同じ方式であ

り、日本の地デジTVの伝送方式と同じも

のを採用しています。ボリビアと日本はT

V方式について親和性があるため、日本の

コンテンツをボリビアに、ボリビアのコ

ンテンツを日本にといった交流が大変や

り易いと思われます。 

ボリビアの選手が参加する陸上競技 

（100m走や競歩）や競泳の中継も担当し

ましたので、ボリビアの方々にオリンピ

ックの映像を届けられたかと思います。 

ボリビアと日本は互いに地球の反対側で

あるため、直接電波を届けるのが難しい

超遠距離なのですが、現在では通信衛星

などを使って電波を届けることが可能で

す。例えばアメリカのインテルサットと

いう会社のIS20号機という衛星は、ヨーロ

ッパ、アメリカ東部、南米地域などをカ

バーできる衛星でありながら、日本にも

電波が届くという地球の半分をカバーす

る高性能な衛星です。こういった衛星を

使えばボリビアから日本、または日本か

らボリビアに衛星経由で電波を届けるこ

とが可能になります。 

現在、ボリビアのオキナワやサンファ

ンの移住地などでは、ＮＨＫの国際放送

が視聴されていると聞き及びます。これ

らの両移住地のほか、サンタクルス、ラ

パス、コチャバンバ等の３大都市の他、
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日本の3倍という広い国土を持つボリビア

各地に居住しておられる約1万4千人の日

系人・日本人の皆さんと、約1200万人のボ

リビア人の方々が、オリンピック以後も

これまで以上に日本発の映像中継放送を

共に楽しんで頂けるように、当社も微力

を尽くしたいと思っております。 

当社とボリビアを繋ぐ架け橋と致しま

してはボリビアのテレビ放送を日本で視

聴できる様にお手伝いさせて頂く事は可

能かと思います。今後、在日本ボリビア

人に取り貴重な情報元及び娯楽になると

思います。ボリビアと日本とが相互に衛

星放送中継を通じて映像をやり取りする

ことが実現し、両国間の友好親善が更に

深まることを期待しております。 

 

４． ボリビアとの縁について 

最後に当社とボリビアとの縁について

述べたいと思います。私の母方の祖父の

秋山玉吉は、南洋経済懇談会常務理事と

して、現在の一般社団法人日本ボリビア

協会の前身である旧「日本ボリビア協

会」の 1954年（昭和 29年）の設立総会

で、理事の一人として名を連ねているこ

とはカントゥータ 44 号でも述べた通り

です。このような 70 年近い前に遡る昔

のご縁に導かれて、今、協会の維持法人

会員として、また「ボリビアと日本を繋

ぐ企業」としてここに寄稿させていただ

きましたのも、祖父が導くご縁かと思っ

ています。        （終わり） 

‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘‘ 

当社のホームページは以下の通りです。 
https://www.aruji.com/ 

２．初のアフリカ大陸・・タン

ザニア滞在記 （その１） 
一般社団法人日本ボリビア協会 

理事 上崎 雅也 

１． はじめに 

私は2015年3月に38年間勤めていた会社

を退職した。もともと、大学でスペイン

語を専攻していたこともあり、会社生活

では出張、駐在とも殆どが中南米地域で

あった。そんな私が2018年5月11日（金）

にJICA専門家として、アフリカ東岸の国で

あるタンザニア連合共和国（以下「タン

ザニア」とする）に赴くことになろうと

は、夢にも思っていなかった。 

退職後の私は、大学院に通い、1994年に

ボリビア政府が実施した「教育改革」と

その後、2006年に誕生した左派民族主義の

エボ・モラレス政権が2010年に制定した 

「新教育法」の比較研究で修士号を取得

したが、その後の私の第二の人生の場は

中南米でも教育関係でもなく、アフリカ

のタンザニア産業貿易省における産業政

策アドバイザーとしての職務であった。

こうして私は、同国最大の都市ダルエス

サラームの地を踏むこととなった。 

産業政策アドバイザーという仕事は、

安倍第一次政権時に外交成果としてアフ

リカ10か国においてODAの枠組みでスタ

ートしたもので、JICAから現地政府機関に

派遣されるアドバイザーには産業育成、

経済効率化に協力することが期待されて

いた。タンザニアの場合、受入先の組織

は、産業貿易投資省（MITI-Ministry of 

Industry & Investment）で、JICA事務所他で

のひと月のオリエンテーションを経て、
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この組織の事務官たちとの協働が始まっ

た。着任時は、行政府が居を構える同国

最大の都市ダルエスサラームが仕事場に

なる筈であったが、6月になって、突然大

統領令ですべての行政府官庁と官僚は、

この大都会から500㎞内陸に位置する憲法

上の首都ドドマ（1973年に首都に制定され

たものの立法府だけを抱えていた人口40

万人ほどの田舎町）に移動せよとの指示

が出されることになった。ボリビアで例

えれば、行政府も立法府もラパスから司

法府しか置かれていない憲法上の首都ス

クレに移動せよと指示されるに等しい。 

 

２．タンザニアとはどんな国か 

まず、タンザニアとはどんな国か？ボ

リビアと比較しながらご紹介したい。 

 

図2-1  タンザニア地図（出所：外務省HP） 

国土面積は、94.5万km2（日本の約2.5倍）

とボリビアの110万km2（日本の3倍）を少

し下回る。ケニアとの国境にあるアフリ

カ最高峰のキリマンジャロ（5,895m）が

有名であるが、独立峰であり、国土の主

要部分は標高1,000ｍ程度の平原を形成す

る。この点でアンデス山脈が国土を分断

するボリビアとは、様相を異にする。 

両国の人口を世銀統計で比較してみると

タンザニア（2022年）は6,385万人で、増

加率が3.0％と世界トップクラスに高い。

ボリビア（2021年）は、人口1,200万人で

増加率は1.2%と落ち着きを見せている。

アフリカは、現在、経済学でいう「人口

ボーナス期」が到来しており、多くの国

が人口増加率3％前後で国民の平均年齢も

17歳から21歳と若い。労働力が有り余って

いると言えるし、どんどん雇用を創造し

ないとアフリカ大陸全体が経済発展のプ

ロセスを構築できない状況になりかねな

い。日本の国民の平均年齢は、49歳（2022

年）と世界トップクラスにあり、経済は

熟成期にあり、文化、芸術の花も咲く時

代となった。アフリカ大陸との対比は、

著しい。 

タンザニアは、北の隣国ケニアと並ん

でサファリ観光で知られていて、国境近

くに世界遺産のセレンゲティ国立公園、

ンゴロンゴロ自然保護区、キリマンジャ

ロ国立公園がある。これらの観光地には

欧米から多くの観光客が押し寄せるので

結構、外国人向けホテルが高い。ダルエ

スサラームでも平気で一泊200－400ドル。

観光地では、500－1,000ドルは、かかる。 

ボリビアとタンザニアの比較に戻る。両

国の共通点は、どちらも多民族国である

ということだろう。ボリビアでは、アイ

マラ語、ケチュア語など36の先住民語が

存在し、教育言語かつ共通言語としての

スペイン語を加えて37言語になる。そし

てスペイン語は、支配者言語としての性

格も併せ持つ。 
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一方タンザニアには120から140の民族が

存在する。従って、先住民言語数もそれ

だけ数が多いが、現実を見ると、歴史的

に交易上の共通語として使われていたダ

ルエスサラームの沖合に位置するザンジ

バル島（ロックバンド「クイーン」のフ

レディ・マーキュリーの出身地）のスワ

ヒリ語方言が標準語として広く使われて

きた。タンザニア独立当時の1961年、初代

大統領ニエレレは、この利点を利用し、

ザンジバル・スワヒリ方言を英語ととも

に公用語として採用した。スワヒリ語は

東アフリカ一般に広く分布しているバン

ツー語系の言語で、特定の方言を重用し

ても必ずしも支配者言語という訳ではな

いので、南米におけるスペイン語vs.先住民

言語のような支配・被支配の関係には、

ならない。 

更にニエレレは、民族間の対立を最小

限に抑える為に人口の意図的なシャッフ

ルを国民に課した。例えば北部の町で生

まれた子供たちは、小学校を終えると、

他の地域の中学校に進学し、高校進学時

に更に別の地域の学校に進む。日本で例

えると、鹿児島県で育った小学生が、宮

城県の中学校に進み、その後、広島県の

高校に進学すると言った具合だ。この政

策によって、子供たちは、好むと好まざ

るとに係わらず公用語（教育言語）であ

るザンジバル方言のスワヒリ語で話さざ

るを得ない状況に置かれる。子供によっ

ては出生地の先住民語を忘れてしまう状

況が発生する。この為、時間の経過とと

もに公用語が普及し、更に人口移動に伴

い、異民族間の婚姻による混血が進み自

然に「民族意識」も薄れていったという

のが現実のようだ。 

隣国ケニアでは、このような民族融合

政策は、採用されなかった為か、民族対

立が常に存在し歴史的に虐殺の事例も散

見される。ニエレレの先見の明の確かさ

を感じる。 

 

３．いきなりドドマに移動 

しかし、何でこんなに急にドドマに移

動しなければならないのか？ドドマが政

治上の首都と定められたのが1973年。その

理由は、先述の民族融和策に順じた理由

であり、ダルエスサラームは、あまりに

国土の東側に偏りすぎていて、国内各地

からのアクセス面で公平を欠く為、国土

の均衡ある発展への障害となる、という

ニエレレの思いにある。要は、多民族国

家ゆえに各民族の不平不満を招かない為

にもダルエスサラームではだめだという

ことだ。ただ、現実的問題としてドドマ

周辺のインフラの整備が追い付かず、な

かなか実行に移せなかったとか。ところ

が2015年に就任したマグフリ大統領は、敬

愛するニエレレ初代大統領の思いをいつ

まで経っても実現しようとせず、中央官

庁がグズグズとダルエスサラームに留ま

っている現状を目の当たりにして大臣、

次官だけでなく公務員は、皆ドドマに移

駐させると決断。私が着任した翌月、6月

6日に全員6月中に移動完了しろとの厳命

が下り、大騒ぎになったということだ。

特に、女性の公務員の場合、「旦那の勤
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務地は、ダルエスサラーム。子供がまだ

小さいのでベビーシッターをどうするの

か？」 あるいは、「ドドマの学校がも

う移住者の子弟で一杯。家族を帯同する

かどうか悩む！」といった問題が現実化

した。 

 

４．タンザニアの国民性 

国民は、結構大人しく真面目だ。タン

ガニーカが英国から独立した1960年からザ

ンジバルとの合邦を経て1985年まで統治し

た初代大統領ニエレレの社会主義政策の

結果なのか、欧米のような個人主義や競

争主義を感じない。目立つ事を嫌うよう

でもある。聞けば、田舎は完全なムラ社

会で人に金を貸してくれと言われたら、

「返ってこない覚悟で、貸すしかない」

らしい。断ると、仲間に入れてもらえな

い。逆に仲間に入れてもらえると困って

いるときに助けてくれるらしい。 

まあ、そんな国民性と各国からの厚い

支援もあってか、一人当たりの所得(GNI)

が着任当時の2018年では、1,000ドル弱と

貧しい割に所得分配がきちんとした経済

成長を遂げている。右の市内中心部の写

真をご覧頂きたい。経済はインド系移民

が握っており、以前建設されたビルは、

主にインド系資本が建設しており、新し

いものは、進出著しい中国資本が建設し

ているそうだ。 

東アフリカ沿岸部は、社会的文化的に

は「(環）インド洋文化圏」と呼ばれ、イ

スラムやインドが混在している。ホテル

付近の路上の市場でも、インドや東南ア

ジアを思わせる雰囲気が漂う。 

 

写真2－1 ダルエスサラーム市ビジネス街（旧市街） 

 
写真2－2 ダルエスサラーム市旧市街インド系住移民の

多い商店街 

 

５．タンザニアの食事 

食事は、インド、イスラムの影響で、

ケバブ、チャパティ、ナン、マサラ(カレ

ー)ビリヤニ(インド式炊き込みご飯)等は

どこでも食べられる。下の写真は、ビリ

ヤニ「とても一人では食べきれない。」

と言いつつ完食したが、香辛料が多いの

で消化には乳酸菌の助けが必要になる。

写真2－3の右上の白い器はレッドオニオ

ンを細かく刻み入れたヨーグルトでビリ

ヤニと混ぜて食べるのが習慣となってい 

 
写真2－3 ホテルのレストランで出てきたインド式炊き

込みご飯（ビリヤ二） 
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る。写真2－4は、ダルエスサラーム市内

のJICAタンザニア事務所の近所にあるCity 

Restaurantという名と実体がそぐわない、

日本でいうと昭和30-40年代を思わせる懐

かしい屋台風の飯屋だ。この手のレスト

ランは、街の至る所に在り、タンザニア

のソウルフードとも言えるムシカキと呼

ばれる炭火焼BBQやウガリを食べさせて

くれる。 

 

写真2－4 ダルエスサラーム市内のカジュアルな屋台風

飯屋 "City Restaurant" 

 
写真2－5 串に刺した牛肉のムシカキ、白米、豆の煮込

み、トマトと玉ねぎを煮込んだソースのセット 

写真2－4の右手の網焼き器で肉や鶏の

ムシカキを調理し、これに白米、フライ

ドポテト、ピラウ(中東風炊き込みご飯。

ピラフの語源だそうな)、ウガリ等を添え

て写真2－5や次ページの写真2－6のような

姿で食べさせてくれる。 

これが実に美味しい。JICAの日本人女性

職員は、青年海外協力隊員としてアフリ

カに勤務した人が多く、皆、手を使って

器用に食べている。たくましい。鶏、牛

肉とも塩加減と遠赤外線の風味が絶妙で

ランチタイムでも確実にビールが欲しく

なる！ 

アフリカ大陸の白米は、長粒米が主体

ながら、日本米に負けないぐらいの粘り

気がある。タンザニア人は日本人と同様

に炊きあがった時に蓋を開けたら特有の

香りが立ち、粘り気を感じる米を好む。

だから日本人がタンザニアの白米を食べ

ても全く違和感がない。当地の米は、ア

フリカ原産種と、アジア米とアフリカ米

を掛け合わせたもの等結構種類があるら

しいがいずれも日本米と同様タンパク質

が多く粘りがある。そのおかげだろうか

在勤中、日本の米を食べたいとは、殆ど

感じずに過ごすことが出来た。 

写真2－6 焼き魚、ウガリ、豆の煮込み、ソースと 

野菜炒めのセット 

この炭火焼（ムシカキ）や米とともに

タンザニアを代表する主食がウガリだ。

写真2－6の中心に見える「白っぽい塊」

がそれで、トウモロコシやキャッサバの

粉を水で練ったもので、多くのアフリカ

諸国で食べられているが、タンザニアで

も「母の味」らしい。高カロリー食なの

で私は、食べるといつも胸やけに苦しむ

ほどであった。写真ではウガリのそばに

トマトと玉ねぎを煮込んだソース、野菜
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炒めや焼き魚が添えてある。 

時には、魚の代わりにムシカキがここ

に並ぶ。トウモロコシやキャッサバと聞

くと「中南米原産じゃないか、なぜ？」

といった声が聞こえてきそうだが、ア 

 

写真2－7 ダルエスサラーム市内のイスラム街近くでは

夕方5時過ぎからBBQの美味しそうな香りが漂う（ビール

への誘い） 

フリカ大陸の多くの国では南米原産のと

うもろこしもキャッサバも広く食べられ

ている。これは、世に言う「三角貿易」

の産物である。17世紀から19世紀まで続い

た1,000万人を超えると言われる米州大陸

への奴隷輸出を含む「三角貿易」が実は

アフリカ大陸の食料事情をも大きく変化

させた事実はお伝えしておきたい。多く

の街では夜になると次の写真のように、

路上でムシカキやチキンのBBQ（スパイ

スが効いたソースを絡めてあり実に美味

い！）の香りが漂い始めて、無性にビー

ルを飲みたくなる。しかしながら、残念

なことに、多くの店がムスリムの経営な

ので酒を置いていない。飲みたければ自

宅にテイクアウトするしかない。 

次回は2018年6月以降ドドマに本格的に

居住してからの苦労談が中心になるが、

都度ボリビアや中南米の問題と比較しな

がら話を進めていくことにしたい。 

（つづく） 

３．ボリビア開拓記外伝 

―コロニアオキナワ 疫病・災

害・差別を生き抜いた人々― 

日本ボリビア協会相談役 

渡邉 英樹 

第一部

だいいちぶ

 ボリビア沖縄

おきなわ

県

けん

系

けい

人

じん

の歴史

れ き し

 

戦後

せ ん ご

の移住

いじゅう

者

しゃ

 

戦後
せんご

の移住
いじゅう

開始
かいし

 

 米国
べいこく

政府
せいふ

のお墨付
すみつ

きによって、琉 球
りゅうきゅう

政府
せいふ

は稲嶺
いなみね

一郎
いちろう

琉 球
りゅうきゅう

海外
かいがい

協
きょう

会長
かいちょう

と

瀬長浩
せながひろし

琉 球
りゅうきゅう

政府
せいふ

経済
けいざい

局
きょく

企画
きかく

室長
しつちょう

を

移民
いみん

担当
たんとう

特使
とくし

としてボリビアに派遣
はけん

した。

そして、ボリビア政府
せいふ

から移民
いみん

許可
きょか

を得
え

た２人
ふたり

の特使
とくし

が１９５４年
ねん

３月
がつ

、琉 球
りゅうきゅう

政府
せいふ

主席
しゅせき

宛
あ

てに「80家族
かぞく

と80名
めい

の独身者
どくしんしゃ

による４００名
めい

を、８月
がつ

までにサントス

港
こう

経由
けいゆ

サンタクルス市
し

に到着
とうちゃく

するよう講
こう

じられたい」と打電
だでん

したことにより、

戦後
せんご

のボリビア計画
けいかく

移住
いじゅう

が開始
かいし

された。 

 独身者
どくしんしゃ

８０人
にん

というのは、ボリビア側
がわ

の担当
たんとう

の農務大臣
のうむだいじん

が「米国
べいこく

と戦
たたか

った勇気
ゆうき

ある日本人
にほんじん

の血
ち

をボリビア国民
こくみん

の中
なか

に引
ひ

き継
つ

ぎたい」と希望
きぼう

したことによると伝
つた

わっている。 

 特使
とくし

からの打電
だでん

を受
う

けた琉 球
りゅうきゅう

政府
せいふ

は

早速
さっそく

「南米
なんべい

ボリビア 農業
のうぎょう

移民
いみん

募集
ぼしゅう

要綱
ようこう

」を制定
せいてい

し、各
かく

市
し

町村
ちょうそん

に配布
はいふ

して
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募集
ぼしゅう

が開始
かいし

された。すると要綱
ようこう

配布
はいふ

から

わずか１カ月
かげつ

足
た

らずで沖縄
おきなわ

全島
ぜんとう

から４

千人
せんにん

近
ちか

くの希望
きぼう

者
しゃ

が応募
おうぼ

に殺到
さっとう

した。各
かく

市
し

町村
ちょうそん

での第
だい

１次選考
じせんこう

、１週間
しゅうかん

に及
およ

ぶ

海外
かいがい

移民
いみん

送出
そうしゅつ

計画
けいかく

審議会
しんぎかい

での厳正
げんせい

な

選考
せんこう

を経
へ

て、５月
がつ

３日
か

に適格者
てきかくしゃ

４００人
にん

（うち独身者
どくしんしゃ

８０人
にん

）が新聞紙上
しんぶんしじょう

で

発表
はっぴょう

された。 

 ボリビアに移民
いみん

として選抜
せんばつ

された

適格者
てきかくしゃ

は４００人
にん

と発表
はっぴょう

されたが、実際
じっさい

に渡航
とこう

したのは４０５人
にん

だった。独身者
どくしんしゃ

が婚姻
こんいん

して伴侶
はんりょ

を連
つ

れていったり出産
しゅっさん

に

よる増加
ぞうか

だと思
おも

われる。 

 こうして戦後
せんご

のボリビア計画
けいかく

移住
いじゅう

は、

琉 球
りゅうきゅう

政府
せいふ

が選考
せんこう

した４０５人
にん

が第
だい

１陣
じん

の２７８人
にん

と第
だい

２陣
じん

の１２７人
にん

に分
わ

かれ

て那覇港
な は こ う

からオランダ船
せん

に乗船
じょうせん

して

出航
しゅっこう

したことから始
はじ

まった。 

 香港
ほんこん

、シンガポール、ケープタウンを

経
へ

て大西洋
たいせいよう

を横断
おうだん

してサントス港
こう

で下船
げせん

した。そこから開通
かいつう

直後
ちょくご

の鉄道
てつどう

に乗
の

って、

途中
とちゅう

では移住
いじゅう

者
しゃ

自
みずか

らが木炭
もくたん

蒸気
じょうき

機関
きかん

車
しゃ

の燃料
ねんりょう

となる薪
まき

を集
あつ

め、線路
せんろ

脇
わき

で自炊
じすい

し

ながら７日間
かかん

という長旅
ながたび

の末
すえ

に、パイロ

ン駅
えき

に到着
とうちゃく

した。 

 たくさんの携行
けいこう

荷物
にもつ

を牛車
ぎゅうしゃ

に載
の

せ、32

㌔の森林
しんりん

地帯
ちたい

を進
すす

んで１９５４年
ねん

８月
がつ

15

日
にち

にうるま耕地
こうち

に到着
とうちゃく

した。さらに９月
がつ

１４日
にち

には宮古島
みやこじま

出身
しゅっしん

者
しゃ

を多
おお

く乗
の

せた第
だい

２陣
じん

も到着
とうちゃく

した。宿舎
しゅくしゃ

建設
けんせつ

費
ひ

、伐採
ばっさい

費
ひ

、

輸送
ゆそう

費
ひ

、当面
とうめん

の食 糧
しょくりょう

やトラック購入
こうにゅう

な

どに関
かん

する費用
ひよう

は米国
べいこく

政府
せいふ

からの資金
しきん

援助
えんじょ

で支払
しはら

われた。 

 

うるま病 

 入 植
にゅうしょく

したはいいものの、１９５４年
ねん

は大干
だいかん

ばつの年
とし

であった。入 植
にゅうしょく

後
ご

３

カ月
かげつ

ほど降雨
こうう

がなく、飲料水
いんりょうすい

に利用
りよう

して

いた沼
ぬま

も枯渇
こかつ

し、掘
ほ

った井戸
い ど

は塩水
しおみず

のた

め使
つか

えず、リオグランデの濁
にご

った水
みず

を飲
の

む事態
じたい

となった。野菜
やさい

も育
そだ

たないため

栄養
えいよう

バランスは一気
いっき

に悪化
あっか

し、栄養
えいよう

失調
しっちょう

状態
じょうたい

になった。そして10月
がつ

30日
にち

、ついに

最初
さいしょ

の犠牲者
ぎせいしゃ

が出
で

た。 

 それからは次々
つぎつぎ

と一
ひと

家族
かぞく

に１～２人
り

の

罹病者
り びょう しゃ

が出
で

るという恐
おそ

ろしいことになり、

入植地
にゅうしょくち

は不安
ふあん

と混乱
こんらん

の坩堝
るつぼ

と化
か

した。

当初
とうしょ

、緊急
きんきゅう

対策
たいさく

委員長
いいんちょう

の西平守蔵
にしひらしゅぞう

氏
し

（第
だい

１次
じ

移民
いみん

団団長
だんだんちょう

）は「入 植
にゅうしょく

以来
いらい

雨少
あめすく

なく干
かん

ばつが続
つづ

き、ユーカ以外
いがい

の

作物
さくもつ

の収穫
しゅうかく

は見込
み こ

みなし。悪性
あくせい

マラリア

発生
はっせい

。85名
めい

の内
うち

４名
めい

の犠牲者
ぎせいしゃ

を出
だ

す」と

ボリビア政府
せいふ

と琉 球
りゅうきゅう

政府
せいふ

に打電
だでん

してい
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る。（「ユーカ」とはタピオカの原 料
げんりょう

にも

なるキャッサバのことで、南米
なんべい

では、ユカ、

マンジョカとも呼
よ

ばれる） 

 １９５５年
ねん

２月
がつ

３日
か

ボリビア政府
せいふ

派遣
はけん

の医師団
い し だ ん

３人
にん

が到着
とうちゃく

した。病因
びょういん

の究明
きゅうめい

と治療
ちりょう

に当
あ

たったが、死
し

者
しゃ

が続出
ぞくしゅつ

し、

犠牲者
ぎせいしゃ

は10人
にん

となった。このため１００

人
にん

近
ちか

い移住
いじゅう

者
しゃ

はサンタクルス市
し

に避難
ひなん

し

た。２月
がつ

１２日
にち

、病魔
びょう ま

におののくうるま

耕地
こうち

に、今度
こんど

は無情
むじょう

にも水害
すいがい

が襲
おそ

う。 

 うるま耕地
こうち

はリオグランデ河
がわ

の氾濫
はんらん

で

周囲
しゅうい

は水没
すいぼつ

して陸
りく

の孤島
ことう

と化
か

してしまっ

た。一帯
いったい

の水没
すいぼつ

によって低地
ていち

に生息
せいそく

して

いた野
の

ネズミが比較的
ひかくてき

小高
こだか

い地形
ちけい

にある

うるま耕地
こうち

に押
お

し寄
よ

せ、移民
いみん

宿舎
しゅくしゃ

に入
はい

り

込
こ

み、恐
おそ

ろしい勢
いきお

いで食 料
しょくりょう

や衣服
いふく

を食
く

い荒
あら

らした。そのことにより移住
いじゅう

者
しゃ

の

恐怖
きょうふ

と悲哀
ひあい

は頂点
ちょうてん

に達
たっ

した。 

 移住
いじゅう

者
しゃ

４０５人
にん

のうち１４８人
にん

までも

が罹病
りびょう

し、高熱
こうねつ

と腹痛
ふくつう

で倒
たお

れた。体力
たいりょく

を

失
うしな

った15人
にん

の重症者
じゅうしょうしゃ

は呼吸
こきゅう

困難
こんなん

とな

り、爪
つめ

や 唇
くちびる

が 紫
むらさき

に変色
へんしょく

してその後
ご

亡
な

くなった。国連
こくれん

、米国
べいこく

陸
りく

軍
ぐん

省
しょう

派遣
はけん

の

医師等
い し な ど

が投入
とうにゅう

されて移住
いじゅう

者
しゃ

の病気
びょうき

の特定
とくてい

を進
すす

めたが、真
しん

の原因
げんいん

は突
つ

き止
と

められな

かった。このため「うるま病
びょう

」と名付
な づ

け

られた。戦争
せんそう

中
ちゅう

に激戦
げきせん

を経験
けいけん

した移住
いじゅう

者
しゃ

ですらこの状 況
じょうきょう

を「戦場
せんじょう

よりひど

い」と語
かた

ったほどだ。 

 長崎
ながさき

県
けん

出身
しゅっしん

者
しゃ

が多
おお

いサンフアン移住
いじゅう

地
ち

について、抜
ぬ

け出
だ

すことのできない悪路
あくろ

と高
たか

い原生林
げんせいりん

の中
なか

に置
お

かれて孤立
こりつ

状態
じょうたい

に

あることを理由
りゆう

に「緑
みどり

の監獄
かんごく

」と称
しょう

し

た人
ひと

がいた。これに対
たい

して、雨
あめ

の降
ふ

らな

い焼
や

け跡
あと

のようなうるま耕地
こうち

は「褐色
かっしょく

の

地獄
じごく

」と言
い

えた。 

 私
わたし

はかつて、 この時
とき

の様子
ようす

をオキナワ

日本
にほん

ボリビア協会
きょうかい

の初代
しょだい

会長
かいちょう

である

当真
とうま

徳善
とくよし

さんの夫人
ふじん

・芳子
よしこ

さんに聞
き

いた

ことがある。「次々
つぎつぎ

と犠牲者
ぎせいしゃ

が出
で

たよう

な夜
よる

は三線
さんしん

でも弾
ひ

いて弔
とむら

いながら過
す

ごし

たのですか」という私
わたし

のぶしつけな質問
しつもん

に「そんなどころではなかった。明日
あ す

は

我
わ

が身
み

と思
おも

っていたので、皆
みな

、暗闇
くらやみ

の中
なか

で息
いき

を殺
ころ

すように過
す

ごした。なので物音
ものおと

一
ひと

つせず、シーンと静
しず

まりかえってい

た」と恐怖
きょうふ

に押
お

しつぶされそうな様子
ようす

を

語
かた

ってくれた。 

 また「男
おとこ

たちは入植地
にゅうしょくち

設定
せってい

やいい

加減
かげん

な適地
てきち

調査
ちょうさ

に対
たい

する責任
せきにん

追及
ついきゅう

、さら

には今後
こんご

の対策
たいさく

を巡
めぐ

っての議論
ぎろん

になる度
たび

に意見
いけん

がまとまらず、酒
さけ

を飲
の

んではけん



ASOCIACIÓN NIPPON-BOLIVIA 
 

12 

 

かばかりしていた」と話
はな

し、当時
とうじ

の

焦燥感
しょうそうかん

にさいなまれる様子
ようす

を明
あ

かしてく

れた。 

 さらに、あの頑健
がんけん

な元
もと

陸軍
りくぐん

中尉
ちゅうい

の友利
ともり

金三郎
きんざぶろう

さんさえもが罹病
りびょう

して危篤
きとく

状態
じょうたい

に

なったと聞
き

いて 驚
おどろ

いた。同
おな

じ宮古島
みやこじま

出身
しゅっしん

というよしみもあり、今夜
こんや

がヤマ場
ば

という時
とき

、芳子
よしこ

さんは友利
ともり

さんの義弟
ぎてい

で

元
もと

陸
りく

軍
ぐん

衛生兵
えいせいへい

の上地
うえち

貞徳
ていとく

さんに抗生
こうせい

物質
ぶっしつ

の注射
ちゅうしゃ

があることを告
つ

げた。 

 当真
とうま

夫妻
ふさい

が日本
にほん

を発
た

つ時
とき

、親類
しんるい

の医師
い し

が餞別
せんべつ

代
が

わりに渡
わた

してくれたものだった。 

上地
うえち

さんはこの注射
ちゅうしゃ

を友利
ともり

さんに「イチ

かバチか」という思
おも

いで打
う

ったという。

それが効
き

いたかどうかは不明
ふめい

だが、友利
ともり

さんは一命
いちめい

を取
と

り留
と

めた。 

 「恐
おそ

ろしくて見
み

ていられない。一刻
いっこく

も

早
はや

く移転
いてん

しなさい」という医師
い し

の勧告
かんこく

に

よって移転
いてん

先
さき

の調査
ちょうさ

が行
おこな

われパロメティ

ーヤへの移動
いどう

をするために、先発隊
せんぱつたい

が

派遣
はけん

された。 

 ４月
がつ

16日
にち

、移住
いじゅう

者
しゃ

待望
たいぼう

の琉 球
りゅうきゅう

政府
せいふ

使節
しせつ

、山川
やまかわ

泰邦
やすくに

社会
しゃかい

部長
ぶちょう

、照屋
てるや

善助
ぜんすけ

コザ

保健
ほけん

所長
しょちょう

、米国
べいこく

よりリーディング中佐
ちゅうさ

、

ウエットキン氏
し

の一行
いっこう

がサンタクルス市
し

に到着
とうちゃく

。新垣
あらかき

庸英
ようえい

さんの自宅
じたく

で緊急
きんきゅう

対策
たいさく

委員会
いいんかい

を開催
かいさい

し、翌
よく

17日
にち

パロメティ

ーヤに調査
ちょうさ

に赴
おもむ

き、再
ふたた

び庸英
ようえい

さんの

自宅
じたく

で懇談会
こんだんかい

を開
ひら

き、うるま耕地
こうち

からの

全員
ぜんいん

移動
いどう

の方針
ほうしん

を決定
けってい

する。 

 庸英
ようえい

さんは、はっきりとは私
わたし

に言
い

わな

かったが、話
はなし

の端々
はしばし

から、この時
とき

、戦前
せんぜん

の移住
いじゅう

者
しゃ

の中
なか

に、初志
しょし

を貫
つらぬ

こうとする

意見
いけん

とうるま耕地
こうち

の移住
いじゅう

者
しゃ

の 救 出
きゅうしゅつ

を

最優先
さいゆうせん

とする意見
いけん

との二
ふた

つに分
わ

かれたと

感
かん

じた。 

 緊急
きんきゅう

対策
たいさく

委員会
いいんかい

が庸英
ようえい

さんの自宅
じたく

で２

回
かい

も開
ひら

かれたことから、たとえこれまで

の仲間
なかま

と袂
たもと

を分
わ

かっても庸英
ようえい

さんが戦後
せんご

の移住
いじゅう

者
しゃ

の救 出
きゅうしゅつ

を最優先
さいゆうせん

にして各
かく

方面
ほうめん

に懸命
けんめい

に働
はたら

きかけたに違
ちが

いないと確信
かくしん

し

た。 

 「沖縄
おきなわ

村
むら

建設
けんせつ

構想
こうそう

」を主導
しゅどう

してきた、

具志
ぐ し

寛長
かんちょう

、赤嶺
あかみね

亀
かめ

の両委員
りょういいん

は、過去
か こ

４カ

年
ねん

、戦前
せんぜん

の移住
いじゅう

者
しゃ

が一丸
いちがん

となって努力
どりょく

し

てきた結果
けっか

が、大自然
だいしぜん

の猛威
もうい

の前
まえ

で水泡
すいほう

に帰
き

し、自分
じぶん

たちの意図
い と

したことが根底
こんてい

から 覆
くつがえ

されてしまい無念
むねん

の思
おも

いを抱
だ

い

て去
さ

っていった。 

 移動
いどう

に強硬
きょうこう

に反対
はんたい

していたボリビア

政府
せいふ

農牧省
のうぼくしょう

も、山川
やまかわ

・照屋
てるや

両
りょう

特使
とくし

の

強 力
きょうりょく

な交渉
こうしょう

により移動
いどう

を許可
きょか

した。
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米国
べいこく

は再
さい

援助
えんじょ

資金
しきん

として約
やく

11万
まん

５千
せん

㌦を

支給
しきゅう

した。これによってパロメティーヤ

への全員
ぜんいん

移動
いどう

が行
おこな

われた。 

 そんな混乱
こんらん

の状況下
じょうきょうか

にあるパロメティ

ーヤに、沖縄
おきなわ

本島
ほんとう

にいた第
だい

１・２次
じ

移民
いみん

の残留
ざんりゅう

家族
かぞく

を含
ふく

めた１２２人
にん

の第
だい

３次
じ

移住
いじゅう

者
しゃ

が到着
とうちゃく

している。 

 

写真3－1 うるま耕地に入植した人々（1954年） 

 

バルバロ事件
じけん

 

 旧
きゅう

移住
いじゅう

者
しゃ

は善
よ

かれと思
おも

って新
しん

移住
いじゅう

者
しゃ

を

うるま耕地
こうち

に入 植
にゅうしょく

させた。しかしその

結果
けっか

、同胞
どうほう

を「死
し

の地
ち

」に引
ひ

き入
い

れるこ

とになってしまい、自責
じせき

の念
ねん

に駆
か

られる

ことになり、自
みずか

らが描
えが

いた「沖縄
おきなわ

村
むら

建設
けんせつ

構想
こうそう

」をも断念
だんねん

せざるを得
え

なくなった。 

 一方
いっぽう

、新
しん

移住
いじゅう

者
しゃ

は希望
きぼう

を抱
いだ

いて来
き

た

結果
けっか

が、これ以上
いじょう

ない凄惨
せいさん

な状 況
じょうきょう

にお

かれ、移住
いじゅう

を決意
けつい

した自身
じしん

の判断
はんだん

の甘
あま

さ

への後悔
こうかい

と適地
てきち

調査
ちょうさ

をしたテグナー博士
はかせ

や移住
いじゅう

を 奨励
しょうれい

した米国
べいこく

政府
せいふ

並
なら

びに

琉 球
りゅうきゅう

政府
せいふ

への怒
いか

りの二
ふた

つ感情
かんじょう

が生
しょう

じ

てしまったことは否定
ひてい

できない。 

 さらに抜
ぬ

き差
さ

しならない不信感
ふしんかん

を生
しょう

じ

させてしまった事件
じけん

があった。その事件
じけん

とは「うるま移住
いじゅう

組合
くみあい

」の中心
ちゅうしん

人物
じんぶつ

であ

った赤嶺
あかみね

亀
かめ

氏
し

の 弟
おとうと

さんが、うるま耕地
こうち

周辺
しゅうへん

を調査
ちょうさ

中
ちゅう

、ジャングルで狩猟
しゅりょう

採集
さいしゅう

生活
せいかつ

をしていた先
せん

住民
じゅうみん

バルバロに

ヤリで胸
むね

を刺
さ

され、その後
ご

、死
し

亡
ぼう

した

事件
じけん

である。 

 航空
こうくう

測量
そくりょう

の目安
めやす

となる三角
さんかく

標識
ひょうしき

を

価値
か ち

あるものと思
おも

って持
も

ち帰
かえ

ろうとした

バルバロから、それを取
と

り返
かえ

そうとして

追跡
ついせき

して行
い

って、刺
さ

されたという。 

 しかし、旧
きゅう

移住
いじゅう

者
しゃ

は琉 球
りゅうきゅう

政府
せいふ

に、こ

の事件
じけん

のことを伝
つた

えなかった。旧
きゅう

移住
いじゅう

者
しゃ

はなぜ事件
じけん

を隠
かく

したのか。 

 これは「沖縄
おきなわ

村
むら

建設
けんせつ

構想
こうそう

」と関係
かんけい

があ

る。戦前
せんぜん

の移住
いじゅう

者
しゃ

は、戦後
せんご

の独身
どくしん

移住
いじゅう

者
しゃ

の労働
ろうどう

力
りょく

を当
あ

てにして、すでに「うるま

農業
のうぎょう

組合
くみあい

」名
めい

でうるま耕地
こうち

に隣接
りんせつ

した

土地
と ち

２５００㌶を６万
まん

ボリビアーノスで

購入
こうにゅう

していたからである。事件
じけん

を伝
つた

えれ

ば、うるま耕地
こうち

がバルバロのテリトリー

（行動
こうどう

圏内
けんない

）であることが分
わ

かってしま

う。そうなれば、入植地
にゅうしょくち

として不安
ふあん

視
し

さ
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れ、沖縄
おきなわ

村
むら

建設
けんせつ

構想
こうそう

そのものが消滅
しょうめつ

する

のではないかと恐
おそ

れたのだ。 

 安仁屋晶
あにやあきら

さんたち青
せい

年
ねん

は、自分
じぶん

たちの

入植地
にゅうしょくち

がそんな危険
きけん

な地域
ちいき

にあるとは知
し

らされずに、漠然
ばくぜん

と警戒
けいかい

のためと説明
せつめい

さ

れて、地元
じもと

警察
けいさつ

から拳銃
けんじゅう

10 丁
ちょう

と弾丸
だんがん

１

０００発
はつ

を渡
わた

されて、毎日
まいにち

見回
みまわ

りをして、

３時
じ

には決
き

まって威嚇射撃
い かく しゃ げき

をしていたと

いう。それは、「うるま病
びょう

が、発生
はっせい

して、

それどころではなくなるまで続
つづ

けられ

た」と語
かた

ってくれた。 

 戦後
せんご

の移住
いじゅう

者
しゃ

たちが、その事件
じけん

を知
し

っ

たのは入 植
にゅうしょく

してしばらくして、ヤリの

犠牲者
ぎせいしゃ

が長
ちょう

期
き

療養
りょうよう

するも回復
かいふく

できずに

亡
な

くなった後
あと

のことであった。この隠
かく

し

事
ごと

によって、新
しん

移住
いじゅう

者
しゃ

の心
こころ

の中
なか

に旧
きゅう

移住
いじゅう

者
しゃ

に対
たい

する不信感
ふしんかん

が生
しょう

じてしまった

ことはやむを得
え

ないことであった。この

「うるま耕地
こうち

」から「パロメティーヤ」

への移転
いてん

を契機
けいき

として新旧
しんきゅう

の沖縄
おきなわ

県
けん

人
じん

は

袂
たもと

を分
わ

かつことになってしまった。 

 戦争
せんそう

の犠牲者
ぎせいしゃ

同士
どうし

、それも同郷
どうきょう

の同胞
どうほう

同士
どうし

であるにもかかわらず新旧
しんきゅう

移住
いじゅう

者
しゃ

の

間
あいだ

にこんな深
ふか

い溝
みぞ

ができるなどという哀
かな

しい結末
けつまつ

を誰
だれ

が想像
そうぞう

できたであろうか。 

 しかも、移転
いてん

した先
さき

も、安住
あんじゅう

の地
ち

とは

なりえなかった。地権
ちけん

者
しゃ

との土地
と ち

の取得
しゅとく

交渉
こうしょう

が不調
ふちょう

に終
お

わってしまったのだ。

静観
せいかん

していられない米国
べいこく

政府
せいふ

の依頼
いらい

を受
う

けたパス・エステンソロ大統領
だいとうりょう

の協 力
きょうりょく

によって現在
げんざい

のオキナワ移住
いじゅう

地
ち

に、さら

なる転住
てんじゅう

をして、ようやく定着
ていちゃく

するこ

とができたのである。 

 

写真3－2 バロメティーヤへの移動（1955年） 

 なんと、それは、第
だい

１次
じ

移住
いじゅう

者
しゃ

がボリ

ビアに到着
とうちゃく

してから２年
ねん

余
よ

の流浪
るろう

の生活
せいかつ

を強
し

いられた後
あと

の１９５６年
ねん

10月
がつ

のこと

であった。計画
けいかく

された集団
しゅうだん

移住
いじゅう

で定着
ていちゃく

までに２年
ねん

の歳
さい

月
げつ

を要
よう

したなどという

悲惨
ひさん

な移住
いじゅう

の歴史
れきし

をほかに知
し

らない。 

ところで、稲嶺
いなみね

一郎
いちろう

琉 球
りゅうきゅう

海外
かいがい

協
きょう

会長
かいちょう

は入植地
にゅうしょくち

の状態
じょうたい

を見
み

てボリビアか

らの帰途
き と

に急遽
きゅう きょ

、単身
たんしん

ワシントンに飛
と

び、

米国
べいこく

政府
せいふ

に82万
まん

㌦の沖縄
おきなわ

移民
いみん

援助
えんじょ

資金
しきん

を

要請
ようせい

した。それが予算化
よ さ ん か

されたのは、２

度
ど

の転住
てんじゅう

を繰
く

り返
かえ

した後
あと

であったので、

資金
しきん

は、第
だい

１コロニア・第
だい

２コロニア間
かん
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の幹線
かんせん

道路
どうろ

の造成
ぞうせい

と病院
びょういん

建設
けんせつ

に使
つか

われる

ことになった。不安
ふあん

な日々
ひ び

を過
す

ごしてき

た移住
いじゅう

者
しゃ

たちは「道路
どうろ

が開
ひら

かれ、病院
びょういん

が

建
た

てられたことにより、ようやくに定着
ていちゃく

できそうだ」と感
かん

ずることができたとい

う。 

 しかし、新旧
しんきゅう

移住
いじゅう

者
しゃ

が共同
きょうどう

で経済
けいざい

活動
かつどう

をすることなく、戦後
せんご

の移住
いじゅう

者
しゃ

だけ

で新
あらた

たにコロニアオキナワの創世
そうせい

に取
と

り

組
く

むことになった。その結果
けっか

スペイン語
ご

が分
わ

からない１世
せい

のコロニア社会
しゃかい

と、

日本
にほん

語
ご

が分
わ

からない２、３世
せい

の旧
きゅう

移住
いじゅう

者
しゃ

のコミュニティーとの関係
かんけい

は次
し

第
だい

に疎遠
そ  えん

になってしまった。    （つづく） 

 

 

注記
ちゅうき

：これまでの写真
しゃしん

および図
ず

は「コロニアオキナ

ワ入 植
にゅうしょく

50 周
しゅう

年
ねん

記念
きねん

誌
し

」から引用
いんよう

。 

※本書
ほんしょ

は、日系２世
せい

の人
ひと

たちが読
よ

みやすいように

全漢字
ぜんかんじ

ルビをふっています。  

琉球新報社のご厚意で転

載させていただきます。 

ご関心を持たれた方は下

記琉球新報社URLをご覧

ください。

https://store.ryukyushimpo.jp 
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